
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながろう仲間たちと ささえようみんなのチカラで 

熊本支援センターニュース「火の国がんば」 

No.３  日本障害者フォーラム（JDF）熊本支援センター 
 

2016年６月６日発行（週に 1回発行） 

熊本支援センター（〒861-8039熊本県熊本市東区長嶺南 2丁目 3番 2号 熊本県身体障がい者福祉センター2階第 3会議室） 

 TEL 096-285-8569 FAX 096-285-8591 E-mail jdfkumamoto@gmail.com 

にしはらたんぽぽハウスへの支援 

■たんぽぽハウス日中支援 

 ようかんの包装やレトルトカレーの加工、空き缶つぶしなどの作業を一緒にやりました。 

最終日のラーメンデーには、ラーメン屋さんに変身して、おいしいラーメンを提供しました。 

少しずつ日常の流れに戻ってきていることを感じられる支援でした。 
 

■たんぽぽハウス炊き出し応援 

 たんぽぽハウスの利用者だけでなく、避難所で避難している人や地域の人に昼食と 

夕食とあたたかい食事を提供しました。 

第４クール（５月 29日～６月４日）の１週間は “たからもの” 

 第４クールは、北は秋田から南は鹿児島から集まった支援員 12人（男性９人・女性３人）で活動しました。 

 照りつける日差しの中、留守宅には訪問時間を変えて再訪問したり、エレベーターのないマンションの階段をのぼりお

りしたり、調査員一人ひとりの熱意がヒシヒシと伝わってきました。にしはらたんぽぽハウスでは、震災後の混乱がまだ

まだ続く中日常は戻ってないけれど、地域の中にどっしりと根を 

はった実践から学ぶことは大きかったです。 
 

■１週間の支援活動のまとめ：次の支援チームにつなぎたいことより 

 『訪問すると、「大丈夫です」「できます」と言われるが、その後ろに 

あるニーズは何かを考える必要があると思います。明るくする必要 

はありませんが、必要以上に真剣な感じで行くと相手の気分も暗く 

なるので、おだやかな感じを心がけるといいかもしれません。』（調査員の記録より） 

熊本県住宅課との懇談 ⇒ 仮設住宅を視察することに 

６月２日、仮設住宅の集会所のあり方、バリアフリーの必要性について、折田課長補佐等と懇談しました。 

■益城町の仮設住宅 

８団地 995 戸の仮設住宅の建設決定（６月２現在）。６月中旬から入居ラッシュが予測されます。６月８日に、仮設住

宅（プレハブ）を視察予定。 

■西原村のたんぽぽハウス付近の仮設団地 

  プレハブ 250戸。木造 50戸のうち、６月中旬に 30戸完成、その後 20戸追加。６月中旬以降に視察予定。 
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JDF関係団体の皆さんへ 

＜「支援員の派遣」を募集します！＞ 
被災地の障害のある人たちのために一緒に活動していただけませんか？ 

■調査員 毎週 12名  ■支援員 毎週２名  ■事務スタッフ 毎週２名 

          （３年以上の経験者を募集します） 

・日曜日 14時に現地入りし、土曜日 12時に出発となります。 

・集合場所：ＪＤＦ熊本支援センター（熊本県身体障がい者福祉センター２階・第３会議室） 

＜募金の協力をお願いします＞ 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 

■銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店  

当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 

■郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

 

※被災事業所への支援や訪問調査を続けていくための 

費用が必要です！ 

主な来訪者 

■６月３日（金） 長崎県身障協会土岐会長他３名 

→熊本での活動への協力依頼がありました。 

新たなつながり 

■６月３日（金） NPO法人奏気流「かなで館」 

鶴島さんを訪問。震災前まで地域の人たちの憩いの場として

さをり織りやカフェ等をしていた家は損壊してしまいましたが、

まだ使える備品の提供マッチングをはじめます。 

益城町第２次調査と熊本市西区＆中央区の第１次調査 

■熊本市西区（５月 29日・30日）と中央区（６月１日～３日）の第１次調査 

 ６月１日からは、新たに中央区（2116件が対象）の調査がスタートしました。突然の訪問にとまどう人、話

を聞いてもらってよかったと涙する人、半身麻痺で２週間の車中泊をしていた人、生活保護を利用していて相

談窓口は紹介されているが電話代がかかるので相談もできないと言う人、震災で避難してきた母と２人で暮ら

すようになり精神的にしんどくなっている人、呼び鈴を押しても出てきてくれない人…。厳しい現実を目の当

たりにしながら、相手の思いをたくさん聴いてきました。継続して支援が必要と思われる人については、日本

相談支援員協会（NSK）に報告しています。 

■益城町第２次調査（５月 29日・30日） 

県内の相談支援事業者・県内の事業者・熊本県職員・ＪＤＦの計４人で、第２次調査が必要とされた 37 人（身障 15

人・知的 11 人・精神 11 人）を訪問するためのうちあわせを初日に行ないました。益城町には児童の相談支援事業所

がなく隣町の事業所まで足を運んだり、仮設住宅の申請を益城町役場に提出したり、その場で必要とされていること

に具体的に支援に入りました。６月３日には、まとめの会議で調査結果を共有しています。 


